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　引き続き、一層のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

１．日時、場所

日時 令和3年7月17日（土）　15:00～16:00

場所 つくばビジネスカレッジ専門学校　一般教室

２．学校関係者評価委員一覧表

３．委員会次第（概要）

（１） 開会

（２） 学校長挨拶

（３） 令和2年度自己点検・評価報告

（４） 討議・意見交換・改善策

　各委員から、自己点検・評価報告書に関するご意見やご感想を頂き、改善策を記載した。

　（詳細は後述の通り）

（５） 閉会

飯塚　康 一般企業 委員（卒業生）

委員（卒業生）

品川　みな実 一般企業

越川　三千雄 一般企業　編集チーフ 委員（企業勤務者）

委員（卒業生）

委員（企業勤務者）山田　梨紗

舘　香織

一般企業　役員

公立学校教員

佐藤　勝慶 一般企業　役員 委員（企業勤務者）

　学校法人つくば総合学院　つくばビジネスカレッジ専門学校では、本校規程に基づき、学校関係者評価委
員会を実施いたしました。以下にその内容についてご報告いたします。

　今後は、各委員からの意見や指導等を真摯に受け止め、より良い教育、より良い学校運営を目指し、教
職員一同努力してまいります。

原田　文普 元公立学校　教頭

委員（地域住民）

委員（教育関係者）

委員（教育関係者）

選任区分氏名 備考所属等

元公立学校　校長

一般企業　役員

大塚　清

細田　哲司

令和3年8月7日

学校法人つくば総合学院

理事長　　片岡　均

令和2年度学校関係者評価報告について

片岡　均 学校法人つくば総合学院　理事長
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長瀬　剛夫

　石川校長より、令和2年度の本校の教育活動の概要報告があり、また各委員において専門学校
運営に係るご協力への感謝の言葉があった。

　長瀬副校長より、令和2年度の事業報告、自己点検・評価報告書について、各項目の達成度や
取り組み状況、今後の改善点について報告がなされた。

つくばビジネスカレッジ専門学校　副校長

石川　弘 つくばビジネスカレッジ専門学校　校長



４．討議・意見交換・改善策について

（意見等）

(改善策等）

（意見等）

(改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

　学校関係者より、令和2年度の自己点検・評価に関する報告があり、それぞれの評価・結果に基づき、各
項目の達成状況や取り組み状況、改善等についてに、法人や学校に対して要望等を含め、議論を行った。

評価項目 自己点検・評価についてのご意見・ご感想など

1 教育理念・目標

理念や目標を学校案内やホームページ上で告知していることは評価でき
るが、最近、入学生の基礎学力や内向的なところが、各企業でも課題と
なっている。各学科でも取り組みは違うが、基礎学力、社会適応力の向上
に向けた対応を強化してもらいたい。

各学科において分野の特性を活かしながら基礎学力向上に向けた対応を
検討する。

毎回来校すると清掃が行き届いている。保護者からも校舎内がいつもき
れいとの意見がある。

　授業終了後、各クラスにて清掃を実施している。また年末には、担当箇
所を決めて大掃除を実施している。今年度は、夏期休業前にも小規模で
はあるが、清掃週間をスケジュールに組み入れている。、

2 教育の内容

感染症の影響で、企業実習などは、どのような対応をしているか？また入
社後3年未満の教員が多いので、教員研修を強化する必要がある。

医療機関については、感染症対応で、実習が厳しい。ブライダルにおいて
も社員が変則勤務なり、結婚式や宴会も激減しているので、同じく厳しい
状況である。代替案として、企業様に来校してい頂き、業界や現場の状況
を説明して頂く。また施設見学も提案していく。
教員研修は、新任教員基礎研修も含めて、専門分野別の研修も企画して
いく但し現状ではオンライン研修が主流になってきている。新任教員には、
専門学校の概要などを各学科責任者が丁寧に説明、指導していく。

4
教育目標の達成度と教育効

果

就職状況が悪くなってきているがその対応策はどうようなものか？

感染症の影響で、企業はほとんどがWeb面接を取り入れているので、就職
課による模擬面接指導も、Web形式に変更し、また各学科の担任の先生と
相談しながら指導を進めていく。

3 教育の実施体制
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（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

5 学生支援

コロナ禍において、学生も保護者も不安増してきており、学校からの情報
発信が需要になってきている。どのような対応を考えているか？

自宅学習やオンライン授業が一部採用されているが、基本は対面授業で
ある。4-5月の代替授業として、7-9月開講することで対応できた。また保
護者向け就職説明会などの中止により、保護者の来校もなくなったが、希
望制ではあるが、三者面談を実施して、学校や学生の情報を丁寧に伝達
していく。

評価項目 自己点検・評価についてのご意見・ご感想など

6 社会的活動

感染症の影響で、社会的活動はできていないのではないか？

地域の子ども向けのイベント中止、まつりつくば中止など、多くのイベント
が中止になる中で、デザイン協力依頼もきている。また公立高校からの体
験授業も継続して受託し講師を派遣している。今後は、施設の有効活用に
向けて各所と相談の上、協力していく。

7 管理運営

毎年、施設設備の更新や修繕を行っているようだが、今後の予定はどの
ようになるか？

昨年度は、校舎屋根等の大規模な修繕となった。今後については、費用
のかさむ箇所は、電気設備、水回り（受水槽）、エレベーター等になる。優
先的に電気設備の更新を考えていく。
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8 財務

特になし

引き続き安定した学校運営を行っていく。

9 改革・改善

特になし

引き続き法令を遵守し、情報公開をしていく。


